
(57)【要約】

【課題】　圧力の不均一な伝達によって、弾性画像に基

づく誤った判断を回避できる超音波診断装置を提供。

【解決手段】　被検体に配置される探触子からの反射エ

コー信号に基づき得られるＲＦフレームデータを用いて

、各部位の変位を計測する変位計測手段と、該変位計測

手段によって得られる変位に基づいて弾性データを作成

する弾性計測手段とを有するとともに、

　該弾性データと対応する変位レベルが閾値あるいはそ

れに対応する値を超える場合、前記弾性データのリジェ

クトを行なって、弾性画像として表示させる弾性データ

解析手段とを備えることを特徴とする超音波診断装置。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 に 配 置 さ れ る 探 触 子 か ら の 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ き 得 ら れ る Ｒ Ｆ フ レ ー ム デ ー タ
を 用 い て 、 各 部 位 の 変 位 を 計 測 す る 変 位 計 測 手 段 と 、 該 変 位 計 測 手 段 に よ っ て 得 ら れ る 変
位 に 基 づ い て 弾 性 デ ー タ を 作 成 す る 弾 性 計 測 手 段 と を 有 す る と と も に 、
　 該 弾 性 デ ー タ と 対 応 す る 変 位 レ ベ ル が 閾 値 あ る い は そ れ に 対 応 す る 値 を 超 え る 場 合 、 前
記 弾 性 デ ー タ の リ ジ ェ ク ト を 行 な っ て 、 弾 性 画 像 と し て 表 示 さ せ る 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 変 位 レ ベ ル の デ ー タ は 、 そ れ に 対 応 す る 弾 性 デ ー タ と と も に 、 別 個 の フ レ ー ム メ モ
リ に 格 納 さ れ 、 該 フ レ ー ム メ モ リ に は 、 該 弾 性 デ ー タ の 各 デ ー タ と 対 応 す る 個 所 に 変 位 レ
ベ ル か ら な る デ ー タ が 格 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 変 位 レ ベ ル は 、 前 記 探 触 子 の 圧 迫 方 向 に 対 し 垂 直 方 向 の 変 位 レ ベ ル で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 被 検 体 に 配 置 さ れ る 探 触 子 か ら の 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ き 得 ら れ る Ｒ Ｆ フ レ ー ム デ ー タ
を 用 い て 、 各 部 位 の 変 位 を 計 測 す る 変 位 計 測 手 段 と 、 該 変 位 計 測 手 段 に よ っ て 得 ら れ る 変
位 に 基 づ い て 弾 性 デ ー タ を 作 成 す る 弾 性 計 測 手 段 を 有 す る と と も に 、
　 該 弾 性 デ ー タ と 対 応 す る 前 記 フ レ ー ム メ モ リ の 変 位 レ ベ ル が 少 な く と も 絶 対 値 の 最 も 大
き い 場 合 、 前 記 弾 性 デ ー タ の リ ジ ェ ク ト を 行 な っ て 、 弾 性 画 像 と し て 表 示 さ せ る 弾 性 デ ー
タ 解 析 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 変 位 レ ベ ル の デ ー タ は 、 そ れ に 対 応 す る 弾 性 デ ー タ と と も に 、 別 個 の フ レ ー ム メ モ
リ に 格 納 さ れ 、 該 フ レ ー ム メ モ リ に は 、 該 弾 性 デ ー タ の 各 デ ー タ と 対 応 す る 個 所 に 変 位 レ
ベ ル か ら な る デ ー タ が 格 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 に 係 り 、 特 に 、 生 体 組 織 の 硬 さ お よ び 軟 ら か さ を 表 出 さ せ る 弾
性 画 像 を 表 示 す る こ と の で き る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 被 検 者 に 当 接 さ せ た 超 音 波 探 触 子 に よ っ て 、 超 音 波 の 反 射 エ コ ー 信
号 を 取 り 出 し 、 こ の 反 射 エ コ ー 信 号 に よ っ て 、 該 被 検 体 内 の 生 体 組 織 の 構 造 を た と え ば Ｂ
モ ー ド 像 と し て 表 示 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 近 年 で は 、 前 記 生 体 組 織 の 構 造 の 他 に 、 そ れ に 対 応 す る 部 位 の 組 織 の 硬 さ お よ
び 軟 ら か さ を 示 す 弾 性 画 像 を た と え ば 前 記 生 体 組 織 に 重 ね て 表 示 さ せ る よ う に し た も の が
知 ら れ る に 至 っ て い る 。 該 弾 性 画 像 は 、 前 記 反 射 エ コ ー 信 号 か ら 、 生 体 組 織 の 対 応 す る 部
位 の 歪 み 率 あ る い は 弾 性 率 を 計 測 し 、 そ の 計 測 値 に 対 応 し た 色 づ け 等 を 行 う よ う に し て 形
成 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 に 癌 化 し た 生 体 組 織 は 通 常 の 生 体 組 織 よ り も 硬 く 変 化 す る こ と か ら 、 前 記 弾 性 画 像
に よ っ て 硬 い 部 位 を 発 見 す る こ と に よ り 、 早 期 に 癌 化 し た 部 分 を 検 出 す る こ と が で き る よ
う に な る 。 こ の よ う な 技 術 の 詳 細 は た と え ば 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ６ ８ ３ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 た と え ば 前 立 腺 に 対 し て 、 上 記 弾 性 画 像 を 得 る 場 合 、 経 直 腸 探 触 子 を 直 腸 か ら 挿
入 し 該 前 立 腺 に 対 し て 直 接 外 部 圧 迫 を 加 え る こ と に よ り 、 該 前 立 腺 の 組 織 の 各 部 位 の 変 異
を 計 測 す る こ と に な る が 、 正 常 な 組 織 に 対 し て も 硬 い 部 位 と し て 描 出 し て し ま う と い う こ
と が 指 摘 さ れ る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 原 因 は 、 経 直 腸 探 触 子 は 、 経 直 腸 に 挿 入 し や す い よ う に 円 筒 形 に な っ て お
り 、 超 音 波 送 受 信 を 行 う ヘ ッ ド 部 分 は 円 弧 状 と な っ て い る た め 、 前 立 腺 を 圧 迫 す る 際 に 該
前 立 腺 と 接 触 す る 面 積 が 小 さ く 前 立 腺 の 組 織 全 体 に 均 一 に 圧 力 を 伝 え る こ と が で き な い か
ら で あ る と 判 明 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 圧 力 の 不 均 一
な 伝 達 に よ っ て 、 弾 性 画 像 に 基 づ く 誤 っ た 判 断 を 回 避 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　  本 願 に お い て 開 示 さ れ る 発 明 の う ち 、 代 表 的 な も の の 概 要 を 簡 単 に 説 明 す れ ば 、 以 下
の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ １ ） 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 た と え ば 、 被 検 体 に 配 置 さ れ る 探 触 子 か ら の 反 射
エ コ ー 信 号 に 基 づ き 得 ら れ る Ｒ Ｆ フ レ ー ム デ ー タ を 用 い て 、 各 部 位 の 変 位 を 計 測 す る 変 位
計 測 手 段 と 、 該 変 位 計 測 手 段 に よ っ て 得 ら れ る 変 位 に 基 づ い て 弾 性 デ ー タ を 作 成 す る 弾 性
計 測 手 段 と を 有 す る と と も に 、
　 該 弾 性 デ ー タ と 対 応 す る 変 位 レ ベ ル が 閾 値 あ る い は そ れ に 対 応 す る 値 を 超 え る 場 合 、 前
記 弾 性 デ ー タ の リ ジ ェ ク ト を 行 な っ て 、 弾 性 画 像 と し て 表 示 さ せ る 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 た と え ば 、 （ １ ） の 構 成 を 前 提 と し て 、 前 記 変 位
レ ベ ル の デ ー タ は 、 そ れ に 対 応 す る 弾 性 デ ー タ と と も に 、 別 個 の フ レ ー ム メ モ リ に 格 納 さ
れ 、 該 フ レ ー ム メ モ リ に は 、 該 弾 性 デ ー タ の 各 デ ー タ と 対 応 す る 個 所 に 変 位 レ ベ ル か ら な
る デ ー タ が 格 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ３ ） 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 た と え ば 、 （ １ ） の 構 成 を 前 提 と し て 、 前 記 変 位
レ ベ ル は 、 前 記 探 触 子 の 圧 迫 方 向 に 対 し 垂 直 方 向 の 変 位 レ ベ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ４ ） 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 た と え ば 、 被 検 体 に 配 置 さ れ る 探 触 子 か ら の 反 射
エ コ ー 信 号 に 基 づ き 得 ら れ る Ｒ Ｆ フ レ ー ム デ ー タ を 用 い て 、 各 部 位 の 変 位 を 計 測 す る 変 位
計 測 手 段 と 、 該 変 位 計 測 手 段 に よ っ て 得 ら れ る 変 位 に 基 づ い て 弾 性 デ ー タ を 作 成 す る 弾 性
計 測 手 段 を 有 す る と と も に 、
　 該 弾 性 デ ー タ と 対 応 す る 前 記 フ レ ー ム メ モ リ の 変 位 レ ベ ル が 少 な く と も 絶 対 値 の 最 も 大
き い 場 合 、 前 記 弾 性 デ ー タ の リ ジ ェ ク ト を 行 な っ て 、 弾 性 画 像 と し て 表 示 さ せ る 弾 性 デ ー
タ 解 析 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ５ ） 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 た と え ば 、 （ ４ ） の 構 成 を 前 提 と し て 、 前 記 変 位
レ ベ ル の デ ー タ は 、 そ れ に 対 応 す る 弾 性 デ ー タ と と も に 、 別 個 の フ レ ー ム メ モ リ に 格 納 さ
れ 、 該 フ レ ー ム メ モ リ に は 、 該 弾 性 デ ー タ の 各 デ ー タ と 対 応 す る 個 所 に 変 位 レ ベ ル か ら な
る デ ー タ が 格 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 以 上 の 構 成 に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 の 技 術 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の
変 更 が 可 能 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の 実 施 例 を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に お
い て 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 大 別 し て 、 制 御 手 段 と な る 装 置 本 体 １ ５ と 、 こ の 装 置 本 体 １ ５
に 接 続 さ れ 被 検 体 に 当 接 さ れ て 用 い ら れ る 探 触 子 ３ と 、 こ の 探 触 子 ３ の 駆 動 に よ っ て 得 ら
れ る 断 層 像 情 報 を 映 像 化 す る 表 示 手 段 ９ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 本 発 明 に よ る 超 音
波 診 断 装 置 は 、 上 述 し た よ う に 弾 性 画 像 を 得 る よ う に な っ て い る た め 、 そ の 作 成 に 必 要 と
な る 圧 力 を 前 記 探 触 子 ３ に 取 り 付 け た 圧 力 セ ン サ １ １ に よ っ て 検 知 で き る よ う に な っ て い
る と と も に 、 そ の 検 知 さ れ た 情 報 は 装 置 本 体 １ ５ の 後 述 す る 弾 性 計 測 手 段 １ ２ に 入 力 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 装 置 本 体 １ ５ 内 に て 、 送 信 手 段 １ が あ り 、 こ の 送 信 手 段 １ は 送 受 分 離 手 段 ２ を 介 し て 前
記 探 触 子 ３ を 駆 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。 該 探 触 子 ３ か ら 被 検 体 に 照 射 さ れ た 超 音 波 信
号 は 反 射 エ コ ー と し て 該 探 触 子 ３ で 受 信 さ れ 、 そ の 受 信 信 号 は 前 記 送 受 分 離 手 段 ２ を 介 し
て 受 信 手 段 ４ に 入 力 さ れ 増 幅 さ れ る よ う に な っ て い る 。 受 信 手 段 ４ か ら の 信 号 は 整 相 加 算
手 段 ５ に よ っ て 位 相 制 御 さ れ 、 い わ ゆ る 超 音 波 生 デ ー タ （ Ｒ Ｆ 信 号 ） を 生 成 す る よ う に な
っ て い る 。 そ し て 、 こ の 超 音 波 生 デ ー タ に 基 づ い て 、 白 黒 断 層 画 像 お よ び 弾 性 画 像 が 構 成
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 白 黒 断 層 画 像 の 構 成 に あ っ て 、 前 記 超 音 波 生 デ ー タ は 、 ま ず 、 白 黒 信 号 処 理 手 段 ６ に よ
っ て 、 ゲ イ ン 補 正 、 Ｌ Ｏ Ｇ 圧 縮 、 検 波 、 輪 郭 強 調 、 フ ィ ル タ 処 理 等 の 各 信 号 処 理 が な さ れ
、 白 黒 断 層 像 デ ー タ が 得 ら れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 白 黒 信 号 情 報 交 換 手 段 ７ に よ
っ て 、 該 白 黒 断 層 像 デ ー タ は デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ 、 時 系 列 的 に 各 フ レ ー ム メ モ リ に 格
納 さ れ る よ う に な っ て い る 。 格 納 さ れ た 白 黒 断 層 像 デ ー タ は 切 換 え 加 算 手 段 ８ を 介 し て 表
示 手 段 ９ に 入 力 さ れ 映 像 化 さ れ る よ う に な っ て い る 。 前 記 切 換 え 加 算 手 段 ８ は 、 た と え ば
こ の 実 施 例 の 場 合 、 後 述 す る よ う に し て 得 ら れ る 弾 性 画 像 と 重 ね 合 わ せ て （ 合 成 し て ） 表
示 さ せ る も の で 、 そ の 際 に 、 た と え ば 加 算 係 数 α の 入 力 に よ り 各 画 像 の 透 過 度 を 決 定 す る
よ う に な っ て い る 。 ち な み に 、 合 成 さ れ た 画 像 の 各 ピ ク セ ル （ ｉ ． ｊ ） に お け る 透 過 度 Pi
x-Sum(i.j)は 、 次 式 （ １ ） で 表 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 Pix-Sum(i.j)　 ＝ α ・ Pix-B(i.j)　 ＋ （ １ － α )・ Pix-S(i.j)　 … … （ １ ）
　 こ こ で 、 Pix-B(i.j)　 は 白 黒 ピ ク セ ル 値 を 示 し 、 Pix-S(i.j)　 は 弾 性 ピ ク セ ル 値 を 示 し
て い る 。 な お 、 こ の 実 施 例 で は 、 白 黒 断 層 画 像 と 弾 性 画 像 と を 合 成 し て 表 示 さ せ た が 、 本
発 明 の 適 用 に あ っ て は 、 そ れ ら の 画 像 を 別 個 に 表 示 さ せ る よ う に し て も よ い こ と は い う ま
で も な い 。 各 画 像 が 目 視 的 に 観 て 重 ね て 表 示 さ れ れ ば 、 そ れ ら の 対 応 関 係 が 明 瞭 に な る か
ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 弾 性 画 像 の 構 成 に あ っ て 、 ま ず 、 そ の 概 略 を 示 す と 、 整 相 加 算 手 段 ５ に よ っ て 得 ら れ る
前 記 超 音 波 生 デ ー タ は 、 変 位 計 測 手 段 １ ０ に よ っ て 前 記 探 触 子 ３ が と ら え た 断 層 画 像 に 相
当 す る 組 織 の 変 位 量 が 計 測 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 弾 性 計 測 手 段 １ ２ に よ っ て
前 記 組 織 の 変 位 量 に そ の 変 位 に 寄 与 す る 圧 力 を 加 味 さ せ て 該 当 す る 部 位 の 歪 み 率 や ヤ ン グ
率 に 代 表 さ れ る 弾 性 率 を 計 測 す る よ う に な っ て い る 。 前 記 圧 力 は 前 記 圧 力 セ ン サ １ １ に よ
っ て 検 知 さ れ る 出 力 値 が 用 い ら れ 、 探 触 子 ３ の 被 検 体 へ の 圧 迫 量 に 相 当 す る 値 と な っ て い
る 。 こ の よ う に 前 記 弾 性 計 測 手 段 １ ２ に よ っ て 作 成 さ れ る 弾 性 デ ー タ は 、 弾 性 デ ー タ 解 析
手 段 １ ３ に 入 力 さ れ 、 こ の 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 １ ３ 内 で 不 必 要 と 思 わ れ る デ ー タ が リ ジ ェ
ク ト さ れ る よ う に な っ て い る 。 該 弾 性 計 測 手 段 １ ２ に は 、 前 記 弾 性 デ ー タ の 他 に 、 前 記 変
位 計 測 手 段 １ ０ か ら 変 位 レ ベ ル デ ー タ が 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の 変 位 レ ベ ル デ
ー タ は 前 記 弾 性 デ ー タ と 部 位 的 に 対 応 し た デ ー タ で 、 こ れ ら 各 デ ー タ の レ ベ ル 値 に よ っ て
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、 前 記 弾 性 デ ー タ の 対 応 す る デ ー タ を 不 必 要 と す る か 否 か を 判 定 で き る よ う に な っ て い る
。 こ の 場 合 、 不 必 要 と す る か 否 か の 境 と な る レ ベ ル 値 の 選 定 は 操 作 者 が 設 定 で き る よ う に
な っ て お り 、 該 レ ベ ル 値 を た と え ば 閾 値 と し て 、 入 力 手 段 で あ る 操 作 卓 １ ６ か ら 入 力 で き
る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う に 、 一 部 デ ー タ が リ ジ ェ ク ト さ れ た 弾 性 デ ー タ は 、 カ ラ ー
信 号 情 報 交 換 手 段 １ ４ に よ っ て カ ラ ー 像 と し て 構 築 さ れ 、 前 記 切 換 え 加 算 手 段 ８ を 介 し て
表 示 手 段 ９ に 表 示 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 こ の よ う な 構 成 か ら な る 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い て た と え ば 前 立 腺 の 診 断 を 行 う 場
合 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ の 超 音 波 探 触 子 ３ と し て 経 直 腸 用 探 触 子 が 用 い ら れ 、 そ の 先 端
（ 超 音 波 振 動 子 １ ９ が 設 け ら れ て い る ） を 前 立 腺 １ ８ 側 に 当 接 さ せ る と と も に 、 図 中 矢 印
Ｂ 方 向 に 圧 迫 さ せ る よ う に し て 操 作 さ れ る 。 こ の 場 合 、 後 の 説 明 で 用 い ら れ る ｊ 軸 方 向 は
前 記 矢 印 Ｂ 方 向 と 一 致 す る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 前 記 変 位 計 測 手 段 １ ０ の 構 成 の さ ら な る 詳 細 を 示 し た も の で 、 整 相 加 算 手 段 ５
か ら の 出 力 が 入 力 さ れ る 変 位 計 測 部 １ ０ ａ と 、 こ の 変 位 計 測 部 １ ０ ａ か ら の 出 力 を 格 納 し
弾 性 計 測 手 段 １ ２ へ 出 力 さ せ る 変 位 デ ー タ 用 フ レ ー ム メ モ リ １ ０ ｂ と 、 前 記 変 位 計 測 部 １
０ ａ か ら の 出 力 を 格 納 し 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 １ ３ へ 出 力 さ せ る 変 位 レ ベ ル 用 フ レ ー ム メ モ
リ １ ０ ｃ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 整 相 加 算 手 段 ５ か ら 前 記 変 位 計 測 部 １ ０ ａ へ は 、 時 系 列 に 並 ん だ Ｒ Ｆ フ レ ー ム デ
ー タ が 順 次 入 力 さ れ る 。 こ こ で 、 （ Ｎ ） フ レ ー ム 目 の Ｒ Ｆ フ レ ー ム デ ー タ を 圧 迫 前 の デ ー
タ 、 （ Ｎ ＋ １ ） フ レ ー ム 目 の Ｒ Ｆ フ レ ー ム デ ー タ を 圧 迫 後 の デ ー タ と す る 。 図 ５ （ ａ ） は
前 記 圧 迫 前 の デ ー タ を 、 図 ５ （ ｂ ） は 前 記 圧 迫 後 の デ ー タ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 前 記 変 位 計 測 部 １ ０ ａ で は 、 こ れ ら の 各 デ ー タ に 基 づ い て 各 部 の 変 位 デ ー タ が
作 成 さ れ る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 圧 迫 前 の フ レ ー ム デ
ー タ に お い て 、 着 目 す べ き 点 Ｃ (N)（ ｉ ， ｊ ） に 対 し て 任 意 の 大 き さ を 有 す る ブ ロ ッ ク Ｏ
× Ｐ が 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 圧 迫 後 の フ レ ー ム デ ー タ に お い て
も 、 前 記 点 Ｃ (N)（ ｉ ， ｊ ） に 対 し て 同 座 標 で あ る 点 Ｃ (N＋ 1)（ ｉ ， ｊ ） を 中 心 と す る ブ
ロ ッ ク Ｑ × Ｒ が 設 定 さ れ る 。 ブ ロ ッ ク Ｏ × Ｐ は 相 関 演 算 を 行 う 際 の 相 関 窓 で あ り 、 ブ ロ ッ
ク Ｑ × Ｒ は マ ッ チ ン グ を 行 う 探 索 範 囲 と な る 。 な お 、 Ｏ ＜ Ｑ 、 Ｐ ≦ Ｒ の 関 係 を 有 す る が 、
説 明 を 簡 単 に す る た め 、 Ｏ ＝ ５ 、 Ｑ ＝ １ １ 、 Ｐ ＝ Ｒ ＝ １ と し て 以 下 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 圧 迫 に よ る 組 織 の 変 位 量 を 算 出 す る 場 合 、 ブ ロ ッ ク Ｏ × Ｐ が ブ ロ ッ ク Ｑ × Ｒ の 中 で 最 も
マ ッ チ ン グ が 最 大 と な る 個 所 を 推 定 す る こ と に よ っ て 行 う 。 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 Ｎ
フ レ ー ム と （ Ｎ ＋ １ ） フ レ ー ム を 合 成 し た 座 標 を 考 え る と 、 連 続 圧 迫 に よ っ て 組 織 は 図 中
ｊ 軸 方 向 に 変 化 す る こ と に な り 、 ｊ 軸 の 取 り 得 る 範 囲 は （ － ３ ≦ ｊ ≦ ３ ） と な る 。 こ の 範
囲 内 で 最 も マ ッ チ ン グ が 最 大 と な っ た 点 を 圧 迫 に よ る 組 織 が 変 位 し た 量 と 表 現 す る こ と が
で き る 。 な お 、 Ｒ Ｆ フ レ ー ム デ ー タ を 構 成 す る デ ー タ 点 の 細 か さ は 、 反 射 エ コ ー 信 号 を サ
ン プ リ ン グ す る 間 隔 に よ っ て 決 定 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の デ ー タ 複 数 個 が 、 送 信 し て い る 超
音 波 の １ 波 長 に 対 応 す る の で 、 マ ッ チ ン グ が 最 も 大 き く な っ た 個 所 の 時 間 差 、 距 離 な ど を
算 出 す る こ と が で き る 。 図 ５ （ ｄ ） は 、 組 織 が 圧 迫 さ れ た 際 の マ ッ チ ン グ の 状 態 を 示 し 、
そ の 変 位 量 を Ｄ （ ＝ ３ ） で 示 し て い る 。 ま た 、 図 ５ （ ｅ ） は 、 組 織 が 減 圧 さ れ た 際 の マ ッ
チ ン グ の 状 態 を 示 し 、 そ の 変 位 量 を － Ｄ （ ＝ － ３ ） で 示 し て い る 。 こ の よ う に し て 変 位 量
（ 変 位 分 布 ） が 算 出 さ れ た フ レ ー ム デ ー タ は 、 変 位 デ ー タ 用 フ レ ー ム メ モ リ １ ０ ｂ に 一 旦
格 納 さ れ た 後 に 、 弾 性 計 測 手 段 １ ２ を 経 る こ と に よ り 、 弾 性 デ ー タ が 作 成 さ れ る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 前 記 変 位 計 測 部 １ ０ ａ で は 、 前 記 弾 性 デ ー タ と 対 応 す る デ ー タ で あ っ て 、 変 位 レ
ベ ル デ ー タ が 作 成 さ れ る よ う に な っ て い る 。 組 織 の 変 位 量 を 算 出 す る 場 合 、 Ｒ Ｏ Ｉ に よ っ
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て 設 定 さ れ る 範 囲 内 の 弾 性 画 像 を 構 成 す る 全 ピ ク セ ル に 対 し て ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン グ を 行 う
の で 、 同 時 に 全 ピ ク セ ル 分 の 変 位 レ ベ ル の 値 を 算 出 し て 該 変 位 レ ベ ル デ ー タ を 作 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 図 ６ （ ａ ） は 前 記 図 ５ （ ａ ） と 同 じ 図 を 示 し て い る の に 対 し 、 図 ６ （ ｂ ） に
示 す よ う に 、 （ Ｎ ＋ １ ） フ レ ー ム で は 、 そ の 探 索 範 囲 で あ る ブ ロ ッ ク Ｑ × Ｒ に お い て Ｒ の
範 囲 を 複 数 ラ イ ン に ま で 拡 大 し て 設 定 さ れ て い る 。 こ の 図 ６ （ ｂ ） で は 、 説 明 の 便 宜 上 、
ｉ 軸 の ± 方 向 に そ れ ぞ れ た と え ば ４ ラ イ ン 分 離 れ た 距 離 の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 場
合 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 Ｎ フ レ ー ム と （ Ｎ ＋ １ ） フ レ ー ム を 合 成 し て 座 標 を 考 え る
と 、 注 目 す べ き 点 Ｃ の 移 動 範 囲 は ｉ 軸 方 向 に （ － ４ ≦ ｉ ≦ ４ ） の 範 囲 内 、 ｊ 軸 方 向 に （ －
３ ≦ ｊ ≦ ３ ） の 範 囲 内 と な る 。 そ し て 、 た と え ば 図 ６ （ ｄ ） に 示 す よ う に 一 連 の 圧 迫 に よ
っ て ｉ 軸 方 向 の 変 位 が （ － １ ≦ ｉ ≦ １ ） に 収 ま る 場 合 と 図 ６ （ ｅ ） に 示 す よ う に （ － １ ≦
ｉ ≦ １ ） を 逸 脱 す る 場 合 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ （ ｄ ） の 場 合 は 、 （ － １ ≦ ｉ ≦ １ ） で あ る た め 許 容 範 囲 と し て 考 え る 。 し か し 、 図
６ （ ｅ ） の 場 合 は 、 （ － １ ≦ ｉ ≦ １ ） を 逸 脱 す る た め ｊ 軸 方 向 の 圧 迫 に 対 し て 圧 力 が 適 切
に 伝 達 し て お ら ず 組 織 が 横 方 向 に 移 動 し て お り 、 圧 迫 に よ っ て 横 ず れ を 生 じ て い る と 判 断
す る 。 そ し て 、 図 ６ （ ｅ ） の 場 合 、 算 出 さ れ る 歪 み 値 は ０ と な り 圧 迫 に よ っ て 組 織 が 変 位
し な い こ と に な り 、 本 実 施 例 に 示 す 処 理 を 行 わ な い 場 合 に は 、 硬 い 組 織 と し て 描 画 さ れ て
し ま う こ と に な る 。 こ の （ － １ ≦ ｉ ≦ １ ） を 逸 脱 す る 弾 性 デ ー タ の リ ジ ェ ク ト を 行 い 、 表
示 手 段 ９ に そ の 弾 性 画 像 を 表 示 を し な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ は 、 探 触 子 ３ に よ る 圧 力 の 伝 達 の 方 向 と 該 探 触 子 ３ に よ っ て 得 ら れ る 画 像 内 の 変 位
レ ベ ル と の 関 係 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。 ま ず 、 図 ７ （ ａ ） は 、 前 述 し た 図 ４ に お い て 矢 印
Ａ 方 向 か ら 観 た 探 触 子 ３ と こ の 探 触 子 ３ に よ っ て 得 ら れ る 画 像 と の 関 係 を 示 し た 図 で あ る
。 経 直 腸 探 触 子 ３ は 円 筒 形 状 の 形 状 で あ る こ と か ら 、 前 立 腺 １ ８ の 中 心 部 分 で は ｊ 軸 上 に
効 率 よ く 圧 迫 が 伝 わ り 、 ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン グ に て 最 も 大 き く マ ッ チ ン グ が と れ る 個 所 は ｊ
軸 上 と な る 。 図 ７ （ ａ ） の 前 立 腺 １ ８ の 中 心 部 分 の 画 像 領 域 を Ｆ で 示 し 、 こ の 画 像 領 域 Ｆ
で の ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン グ の 態 様 を 図 ７ （ ｂ ） に 示 し て い る 。 し か し 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す 前
立 腺 １ ８ の 左 右 両 脇 の 画 像 領 域 Ｇ 、 Ｈ で は 、 圧 力 が 均 一 に 伝 達 で き な い 領 域 と な り 、 マ ッ
チ ン グ が 最 大 と な る 個 所 は 段 階 的 に ｉ 軸 方 向 に 移 動 し て い く こ と に な る 。 な お 、 画 像 領 域
Ｇ で の ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン グ の 態 様 を 図 ７ （ ｃ ） に 示 し 、 画 像 領 域 Ｈ で の ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン
グ の 態 様 を 図 ７ （ ｄ ） に 示 し て い る 。 上 述 し た よ う に 、 組 織 の 変 位 量 を 算 出 す る 場 合 、 弾
性 画 像 を 構 成 す る 全 ピ ク セ ル に 対 し て ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン グ を 行 う の で 、 こ の 際 同 時 に 、 弾
性 画 像 を 構 成 す る 全 ピ ク セ ル 分 の ｉ 軸 、 ｊ 軸 方 向 へ の 変 位 レ ベ ル の 値 （ 座 標 値 ） を 算 出 す
る こ と が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に し て 作 成 さ れ る 変 位 レ ベ ル デ ー タ は 、 た と え ば 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う な デ
ー タ と な る 。 な お 、 図 １ （ ｃ ） で は 、 フ レ ー ム の 中 央 部 は 丸 印 、 そ の 両 脇 に は 三 角 印 、 さ
ら に そ の 両 脇 に は 四 角 印 と し て 示 さ れ て い る が 、 後 述 の 閾 値 と の 関 係 の 説 明 で 、 た と え ば
前 記 丸 印 の 部 分 に は 数 値 ０ 、 図 中 左 側 の 三 角 印 の 部 分 に は 数 値 （ － １ ） 、 図 中 右 側 の 三 角
印 の 部 分 に は 数 値 １ 、 図 中 左 側 の 四 角 印 の 部 分 に は 数 値 （ － ２ ） 、 図 中 右 側 の 四 角 印 の 部
分 に は 数 値 ２ の 各 デ ー タ か ら 構 成 さ れ て い る と 理 解 さ れ た い 。 こ の デ ー タ は 、 変 位 レ ベ ル
用 フ レ ー ム メ モ リ １ ０ ｃ に 一 旦 格 納 さ れ た 後 に 、 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 １ ３ に 入 力 さ れ る よ
う に な っ て い る 。 こ の 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 １ ３ に お い て 、 対 応 す る 弾 性 デ ー タ と 比 較 さ れ
る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 弾 性 算 出 手 段 １ ２ で は 、 前 記 変 位 計 測 手 段 １ ０ に よ っ て 算 出 さ れ た 圧 迫 前 後 の 変 位
量 と 、 こ の 際 の 前 記 圧 力 セ ン サ １ １ か ら の 計 測 値 で あ る 圧 力 と か ら 、 歪 み 、 あ る い は 弾 性
率 （ 特 に ヤ ン グ 率 ） を 算 出 す る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の よ う に 、 ヤ ン グ 率 Ｙ ｍ を 算 出 す る 場 合 、 ま ず 、 対 象 と す る 物 体 の 圧 迫 前 の ２ 点 間
の 距 離 を ａ 、 圧 迫 後 の 当 該 ２ 点 間 の 距 離 を ｂ と し た 場 合 、 歪 み ε は 次 式 （ ２ ） で 表 せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 ε ＝ ｜ ａ － ｂ ｜ ／ ａ 　 … … 　 （ ２ ）
　 ま た 、 該 圧 迫 に よ っ て 与 え ら れ る 圧 力 を Ｐ と し た 場 合 、 前 記 ヤ ン グ 率 Ｙ ｍ は 次 式 （ ３ ）
で 表 せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 Ｙ ｍ ＝ ε ／ Ｐ 　 … … 　 （ ３ ）
　 弾 性 算 出 手 段 １ ２ は 、 前 記 式 （ ２ ） 、 （ ３ ） の 演 算 を 行 い 、 こ れ に よ り 算 出 さ れ た ヤ ン
グ 率 Ｙ ｍ を 示 す 情 報 は 、 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 １ ３ へ 出 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 １ ３ に お い て 、 さ ら に 詳 細 な 構 成 を 示 せ ば 、 図 ８ に 示 す よ う に
、 前 段 の リ ジ ェ ク ト 手 段 １ ３ ａ と 後 段 の 安 定 化 手 段 １ ３ ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 リ ジ ェ
ク ト 手 段 １ ３ ａ に は 、 弾 性 計 測 手 段 １ ２ か ら 弾 性 デ ー タ が 入 力 さ れ る と と も に 、 変 位 計 測
手 段 １ ０ か ら 該 弾 性 デ ー タ に 対 応 す る 変 位 レ ベ ル デ ー タ が 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
ま た 、 操 作 卓 １ ６ に よ っ て 操 作 者 が 任 意 に 設 定 で き る 閾 値 に 対 応 す る 情 報 も 該 操 作 卓 １ ６
か ら 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ は 、 前 記 リ ジ ェ ク ト 手 段 １ ３ に よ っ て な さ れ る 動 作 を 模 式 的 に 表 し た 説 明 図 で あ る
。 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 連 続 し て 入 力 さ れ る 弾 性 デ ー タ が あ り 、 図 １ （ ｂ ） に は そ の う
ち の 一 つ の 弾 性 デ ー タ を 示 し て い る 。 該 弾 性 デ ー タ は フ レ ー ム メ モ リ 上 の デ ー タ と し て 示
し て い る 。 ま た 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 弾 性 デ ー タ と 対 応 す る 変 位 レ ベ ル デ ー タ が 変 位 計 測 手
段 １ ０ か ら 入 力 さ れ 、 そ の 変 位 レ ベ ル デ ー タ は 図 １ （ ｃ ） に 示 し て い る 。 こ の 変 位 レ ベ ル
デ ー タ は 、 上 述 し た よ う に 、 フ レ ー ム の 中 央 部 は 数 値 ０ （ 図 中 丸 印 で 示 す ） 、 そ の 両 脇 に
は 左 側 に て 数 値 （ － １ ） 右 側 に て 数 値 １ （ 図 中 三 角 印 で 示 す ） 、 さ ら に 、 そ の 両 脇 に は 左
側 に て 数 値 （ － ２ ） 右 側 に て 数 値 ２ （ 図 中 四 角 印 で 示 す ） で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 操 作 卓 １ ６ か ら 閾 値 の 情 報 と し て た と え ば － ２ 、 お よ び ２ が 入 力 さ れ て き た 場 合
を 考 え る 。 こ の 情 報 に 相 当 す る 変 位 レ ベ ル デ ー タ 上 の 変 位 レ ベ ル 値 と し て は 図 １ （ ｃ ） の
四 角 印 に 相 当 す る 個 所 と な る 。 そ し て 、 リ ジ ェ ク ト 手 段 １ ３ と し て は 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す
弾 性 デ ー タ の 各 デ ー タ （ ピ ク セ ル デ ー タ ） の う ち 、 変 位 レ ベ ル デ ー タ の 図 中 四 角 印 で 示 す
デ ー タ と 位 置 的 に 対 応 す る デ ー タ を リ ジ ェ ク ト （ 排 除 ） す る 作 業 が な さ れ る よ う に な る 。
こ の リ ジ ェ ク ト さ れ た 弾 性 デ ー タ （ 最 終 弾 性 デ ー タ ） を 図 １ （ ｄ ） に 示 し て い る 。 図 １ （
ｄ ） か ら 明 ら か と な る よ う に 、 フ レ ー ム デ ー タ か ら な る 弾 性 デ ー タ の う ち そ の 両 脇 の デ ー
タ が 取 り 除 か れ て い る 。 そ し て 、 こ の 弾 性 デ ー タ が 表 示 手 段 ９ に 表 示 さ れ る デ ー タ と な る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ９ は 、 探 触 子 ３ と の 位 置 関 係 で 得 ら れ る 弾 性 画 像 の リ ジ ェ ク ト さ れ る デ ー タ を 変 位 レ
ベ ル デ ー タ と の 関 係 で 示 し た 説 明 図 で あ る 。 図 ９ （ ａ ） は 、 探 触 子 ３ か ら の 情 報 で 得 ら れ
る 弾 性 画 像 に 対 応 す る 変 位 レ ベ ル デ ー タ を 示 し た 図 で あ る 。 上 述 し た と 同 様 に 、 こ の 変 位
レ ベ ル デ ー タ は 、 そ の 中 央 部 に お い て 丸 印 で 示 す 変 位 レ ベ ル 値 、 そ の 両 脇 に お い て 三 角 印
で 示 す 変 位 レ ベ ル 値 、 さ ら に そ の 両 脇 に お い て 四 角 印 で 示 す 変 位 レ ベ ル 値 か ら 構 成 さ れ て
い る 。 そ し て 、 操 作 者 に よ る 操 作 卓 １ ６ を 介 し た 閾 値 の 入 力 に よ り 、 弾 性 デ ー タ の 各 デ ー
タ の う ち 前 記 変 位 レ ベ ル デ ー タ の 図 中 四 角 印 で 示 す デ ー タ と 位 置 的 に 対 応 す る デ ー タ が リ
ジ ェ ク ト さ れ 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 弾 性 デ ー タ の 各 デ ー タ の う ち 前 記 変 位 レ ベ ル デ
ー タ の 図 中 丸 印 お よ び 三 角 印 で 示 す デ ー タ と 位 置 的 に 対 応 す る デ ー タ の み が 弾 性 画 像 と し
て 表 示 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 操 作 者 が 操 作 卓 １ ６ を 通 し て 入 力 す る 閾 値 は 、 そ の 値 以 上 の 変 位 レ ベ ル 値 に 位 置 的 に 対
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応 す る 弾 性 デ ー タ の 各 デ ー タ を リ ジ ェ ク ト す る よ う に す る こ と が で き 、 上 述 し た 実 施 例 で
は 、 閾 値 と し て た と え ば － １ お よ び １ を 設 定 し た 場 合 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す 弾 性 デ ー タ の 各
デ ー タ の う ち 、 変 位 レ ベ ル デ ー タ の 図 中 三 角 印 は も ち ろ ん の こ と 四 角 印 で 示 す デ ー タ と 位
置 的 に 対 応 す る 各 デ ー タ を リ ジ ェ ク ト す る 作 業 が な さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 安 定 化 手 段 １ ３ ｂ は 、 前 記 リ ジ ェ ク ト 手 段 １ ３ ａ か ら の 情 報 （ デ ー タ ） を 時 間 軸 方
向 に ス ム ー ジ ン グ 処 理 を 施 す よ う に し て い る 。 該 情 報 を 安 定 し て 表 示 手 段 ９ に 表 示 さ せ る
た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 具 体 的 に は 、 た と え ば 、 前 記 リ ジ ェ ク ト 手 段 １ ３ ａ か ら 連 続 し て 入 力 さ れ る フ レ ー ム 単
位 の 弾 性 デ ー タ に 対 し 、 隣 接 し た ２ フ レ ー ム 間 の 弾 性 デ ー タ に お い て 、 あ る 割 合 の も と 加
算 し 、 新 た な １ フ レ ー ム の 弾 性 デ ー タ を 算 出 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 す な わ ち 、 時 系 列 的 に 入 力 さ れ る 弾 性 デ ー タ を 、 （ ｋ ） 、 （ ｋ ＋ １ ） 、 （ ｋ ＋ ２ ） 、 （
ｋ ＋ ３ ） 、 … … と し た 場 合 、 加 算 係 数 を α Ｓ と し て 、 新 た に 算 出 さ れ る フ レ ー ム Ｎ の 弾 性
デ ー タ Ｎ （ i'.j'） は 次 式 （ ４ ） で 示 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 　 Ｎ （ i'.j'） ＝ α Ｓ （ ｋ ） （ i'.j'） ＋ （ １ － α ） （ ｋ ＋ １ ） （ i'.j'） 　 … … （ ４ ）
　 そ し て 、 こ の よ う に し て 演 算 さ れ た 各 弾 性 デ ー タ Ｎ （ i'.j'） は 、 カ ラ ー 信 号 情 報 交 換
手 段 １ ４ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 前 記 安 定 化 手 段 １ ３ Ｂ の 他 の 実 施 例 と し て 、 た と え ば 、 圧 迫 の 前 後 に お い て 適 切
な 圧 迫 量 が 加 わ ら な か っ た 場 合 、 そ の フ レ ー ム ご と リ ジ ェ ク ト す る よ う に し て も よ い こ と
は も ち ろ ん で あ る 。 一 般 に 、 圧 迫 に よ っ て １ ～ ２ ％ 程 度 の 圧 迫 量 が 加 わ っ た 際 に お い て 、
最 も 安 定 し た 弾 性 デ ー タ を 算 出 で き る 経 験 則 に 基 づ き 、 あ る 隣 接 す る ２ フ レ ー ム 間 か ら 算
出 さ れ る １ フ レ ー ム の 弾 性 デ ー タ の 歪 み 値 の 平 均 値 が ０ ． ５ ％ 以 下 の 歪 み し か 加 わ ら な か
っ た 場 合 、 該 弾 性 デ ー タ は 画 像 化 を 行 う こ と な く リ ジ ェ ク ト 処 理 を す る 手 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 カ ラ ー 信 号 情 報 交 換 手 段 １ ４ は 、 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 １ ３ か ら の 弾 性 デ ー タ と 、 変
位 計 測 手 段 １ ０ か ら の 変 位 レ ベ ル デ ー タ を も と に 色 相 情 報 、 す な わ ち 、 光 の ３ 原 色 で あ る
赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） に 変 換 す る よ う に し て い る 。 歪 み が 大 き い 弾 性 デ ー タ を た
と え ば 赤 色 コ ー ド に 変 化 し 、 歪 み が 小 さ い 弾 性 デ ー タ を た と え ば 青 色 コ ー ド に 変 換 し て い
る 。 ま た 、 他 の 実 施 例 と し て 、 変 位 レ ベ ル デ ー タ に 対 し て は 、 ｊ 軸 に お い て 最 大 の マ ッ チ
ン グ が 得 ら れ た 領 域 を 緑 色 コ ー ド に 変 換 し 、 前 記 閾 値 Ｔ に よ っ て リ ジ ェ ク ト さ れ る 領 域 を
赤 あ る い は 青 コ ー ド に 変 換 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 組 織 の 歪 み や ヤ ン グ 率 な
ど の 弾 性 像 や 、 圧 迫 に よ る 変 位 レ ベ ル の 情 報 を 前 記 色 相 情 報 に よ っ て 画 像 化 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 例 で は 、 た と え ば 、 変 位 計 測 手 段 １ ０ 、 お よ び 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段
１ ３ は 、 い ず れ も 装 置 本 体 １ ５ に 専 用 の プ ロ セ ッ サ を 搭 載 し て 信 号 処 理 を 行 う よ う に し た
も の で あ る 。 し か し 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 装 置 本 体 １ ５ と は 別 個 に 外 部 パ ー ソ
ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 備 え 、 前 段 の 手 段 か ら の 信 号 を 転 送 さ せ 、 プ ロ グ ラ ム 言 語 記 述 さ れ た
信 号 処 理 に よ っ て 該 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 内 の プ ロ セ ッ サ に よ っ て 処 理 す る よ う に し て
も よ い こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 で は 、 変 位 レ ベ ル デ ー タ の 作 成 に お い て 、 説 明 の 便 宜 か ら ｉ 軸 方
向 に お け る 変 位 レ ベ ル の 変 化 に つ い て の み 示 し た も の で あ る 。 し か し 、 ｊ 軸 方 向 に お け る
変 位 レ ベ ル の 変 化 を 加 味 し て 変 位 レ ベ ル デ ー タ を 作 成 す る こ と は い う ま で も な く 、 そ の 変
位 レ ベ ル デ ー タ が 弾 性 デ ー タ に お い て リ ジ ェ ク ト す る デ ー タ を 決 定 す る 要 素 と な る こ と は
も ち ろ ん で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 で は 、 圧 力 セ ン サ １ １ か ら の 情 報 に 基 づ い て 弾 性 デ ー タ を 作 成 す
る よ う に し た も の で あ る 。 し か し 、 こ の よ う な 圧 力 セ ン サ １ １ か ら の 情 報 に 基 づ く こ と な
く 、 た と え ば 経 験 則 、 あ る い は 間 接 的 に 導 き だ せ る 他 の 手 段 か ら の 推 定 に よ っ て 作 成 さ れ
る 情 報 （ こ の 明 細 書 で は 推 定 圧 力 と 称 す る ） に 基 づ い て 該 弾 性 デ ー タ を 作 成 す る よ う に し
て も よ い こ と は い う ま で も な い 。 こ の よ う に 作 成 し た 弾 性 デ ー タ で あ っ て も 信 頼 性 の あ る
も の を 得 る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 で は 、 弾 性 デ ー タ の 各 デ ー タ の う ち 不 必 要 な デ ー タ を リ ジ ェ ク ト
す る の を 、 操 作 者 の 意 志 に 委 ね 、 た と え ば 操 作 卓 １ ６ を 介 し て 閾 値 に 相 当 す る 情 報 を 入 力
さ せ る よ う に し た も の で あ る 。 し か し 、 経 験 則 か ら リ ジ ェ ク ト す べ く デ ー タ は 予 め 判 明 し
て い る こ と が 多 い こ と に 鑑 み 、 操 作 卓 １ ６ か ら の 情 報 入 力 を 待 つ こ と な く 前 記 弾 性 デ ー タ
解 析 手 段 １ ３ 内 で 自 動 的 に 処 理 す る よ う に 構 成 し て も よ い こ と は も ち ろ ん で あ る 。 た と え
ば 、 上 述 の よ う に 、 変 位 レ ベ ル デ ー タ に お け る 変 位 レ ベ ル 値 が 、 － ２ 、 － １ 、 ０ 、 １ 、 ２
で 構 成 さ れ て い る 場 合 に お い て 、 少 な く と も 絶 対 値 の 最 も 大 き な デ ー タ 、 す な わ ち － ２ お
よ び ２ を 自 動 的 に 算 出 し 、 こ の デ ー タ に 位 置 的 に 対 応 す る 弾 性 デ ー タ の デ ー タ を リ ジ ェ ク
ト す る よ う に す る よ う に 構 成 し て も よ い こ と は い う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 要 部 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 全 体 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 変 位 計 測 手 段 の 一 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 超 音 波 探 触 子 の 患 部 に 圧 力 を 付 加 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 い わ ゆ る ブ ロ ッ ク マ ッ チ ン グ 法 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 変 位 レ ベ ル デ ー タ を 作 成 す る 方 法 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 探 触 子 に よ る 圧 力 の 伝 達 の 方 向 と 該 探 触 子 に よ っ て 得 ら れ る 画 像 内 の 変 位 レ ベ ル
と の 関 係 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ に 示 す 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 の 一 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 弾 性 画 像 の リ ジ ェ ク ト 領 域 を 超 音 波 探 触 子 と の 位 置 の 関 係 で 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ … … 送 信 手 段 、 ２ … … 送 受 分 離 手 段 、 ３ … … 探 触 子 、 ４ … … 受 信 手 段 、 ５ … … 整 相 加 算
手 段 、 ６ … … 白 黒 信 号 処 理 手 段 、 ７ … … 白 黒 信 号 情 報 交 換 手 段 、 ８ … … 切 換 え 加 算 手 段 、
９ … … 表 示 手 段 、 １ ０ … … 変 位 計 測 手 段 、 １ ０ ａ … … 変 位 計 測 部 、 １ ０ ｂ … … 変 位 デ ー タ
用 フ レ ー ム メ モ リ 、 １ ０ ｃ … … 変 位 レ ベ ル 用 フ レ ー ム メ モ リ 、 １ １ … … 圧 力 セ ン サ 、 １ ２
… … 弾 性 計 測 手 段 、 １ ３ … … 弾 性 デ ー タ 解 析 手 段 、 １ ３ ａ … … リ ジ ェ ク ト 手 段 、 １ ３ ｂ …
… 安 定 化 手 段 、 １ ４ … … カ ラ ー 信 号 情 報 交 換 手 段 、 １ ５ … … 装 置 本 体 、 １ ８ … … 前 立 腺 、
１ ９ … … 超 音 波 振 動 子 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(11) JP 2007-37654 A 2007.2.15



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2007037654A 公开(公告)日 2007-02-15

申请号 JP2005223275 申请日 2005-08-01

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立医药

申请(专利权)人(译) 株式会社日立メディコ

[标]发明人 大坂卓司

发明人 大坂 卓司

IPC分类号 A61B8/08

FI分类号 A61B8/08 A61B8/14

F-TERM分类号 4C601/BB02 4C601/DD19 4C601/DD23 4C601/FE07 4C601/JB40 4C601/JB42 4C601/JC16 4C601
/JC21 4C601/KK02 4C601/KK12 4C601/KK24 4C601/LL03

代理人(译) 小林 保
小岛 猛

其他公开文献 JP4761873B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波诊断装置，该超声波诊断装置能够通过不
均匀地传递压力来避免基于弹性图像的错误判断。 解决方案：位移测量
装置，用于通过使用RF帧数据来测量每个部件的位移，该RF帧数据是基
于来自被测物体上的探头的反射回波信号而获得的，以及由位移测量装
置获得的位移 带有弹性测量装置，用于根据以下信息创建弹性数据 一种
超声波诊断设备，包括：弹性数据分析装置，当与所述弹性数据相对应
的位移水平超过阈值或与其对应的值时，拒绝所述弹性数据并将其显示
为弹性图像。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/42818d9d-ddc1-4426-8796-d79de459eaa4
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037796175/publication/JP2007037654A?q=JP2007037654A

